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3） 教育セミナー：「文献検索の落とし穴－より
適切な検索方法」
　教育セミナーでは、研究プロセスの中で課題
のアウトライン明確化の際に不可欠な、情報検
索の適切な方法を分かりやすく学ぶことができ
ました。特に、①文献入手と文献検索を混同し
ない、②キーワード検索に頼らない、③「一発
検索」では検索にならない、④文献検索の限界
を知る、という 4 点を挙げて頂き、私たちが陥
りがちな「落とし穴」を反省できた興味深い内
容でした。本セミナーも盛況で、あらためてそ
の重要性を感じました。
4） シンポジウム：「臨床での経験を研究へ：経
験知を理論知へ転換する研究プロセス」
　各シンポジストの皆様は大学院修了生で、実
践と研究を両立させたロールモデルです。臨床
での課題意識をどのように研究に結びつけたの
かという具体的な研究プロセスや経験をご紹介
頂き、経験知から理論知への道筋を具体的に共
有する貴重な機会となりました。
5） 交流集会：「臨床現場における認知症ケアの
質向上」
　交流集会では、臨床現場で大きな問題となっ
ている認知症高齢者ケアについて、質の高いケ
アを行うにはどうしたらよいか、武庫川女子大学
の老年看護学分野の先生方や本学大学院修士課
程修了生、在学生を中心に活発な情報交換や意
見交換が行われました。今回の交流集会を通し
て、このような機会は、今後の認知症高齢者ケ
アを考える上で重要であると再確認できました。
　その他、一般演題の示説発表では、皆様の明
快な発表に続き、具体的で有意義な質疑応答が
行われました。開催にあたり、演題査読や座長
をご担当頂きました皆様、展示や後援、広告を
賜りました団体の皆様方、開催支援を頂きました
地方会世話人の皆様、熱心に準備や運営を進め
て下さった企画委員の武庫川女子大学看護学部
基礎看護学分野の先生方、実行委員や協力委員、
ボランティアの皆様、そして何よりも学術集会に
ご参加の皆様にあらためて感謝を申し上げます。
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開催報告
開 催 日：2018 年 10 月 27 日（土）  　
開催場所：武庫川女子大学看護科学館
特 別 企 画 リレー講演『看護人間工学分野の将来展望』
「看護人間工学　昔と今」
 野呂 影勇（早稲田大学名誉教授・エルゴシーティング株式会社
代表取締役・工学博士）
「看護技術の定量化・客観化・質的データへの思いについて」
 小川 鑛一（元東京電機大学教授・工学博士）
「学会への旅支度」
 山崎 信寿（慶應義塾大学名誉教授・工学博士）
教 育 講 演「色彩と看護」
 阿曽 洋子（武庫川女子大学看護学部　学部長）
「新しい学会に対する熱い思い」《サプライズ企画》
 平田 雅子（元神戸市看護大学短期大学教授・理学博士）
一 般 演 題 12 題
写真 4　示説会場
写真 2　教育講演
写真 3　教育セミナー
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1．看護人間工学部会とは
　台風到来が危ぶまれる中、無事に 10 月 27 日
（土）に看護科学館にて、学会を開催することが
できました。北海道や宮崎県からお越しになる
方がおられたので、交通網の乱れが一番の気が
かりでした。学会開催日の 2 週間ほど前からは、
毎日天気のニュースを念入りに確認して、祈る
思いでおりました。
　看護人間工学部会は、日本人間工学会の部会と
して 1982 年に設立されています。その前身の勉強
会であった時代も含めると、歴史のある学会です。
人間工学とは、人間に優しい技術、使いやすい
機器、人間の能力にふさわしい用具・技術・環
境の条件を研究し、より安全な製品の開発、快
適な仕事場や住まい、高齢者に優しい環境、使
いやすい情報機器、ストレス対策に役立てよう
とする学問領域（看護人間工学部会ホームペー
ジより）であり、その中で看護人間工学部会は、
看護の視点からとらえた人間工学の研究を扱う
役割を担ってきました。このような経緯から、
会員 108 名（2018 年 10 月現在）と小規模では
ありますが、看護学分野のみならず、工学分野
をはじめとした様々な分野の研究者が所属して
いるユニークな学会です。その学会の大会長を
させていただくのは大変に名誉であり、プレッ
シャーもありましたが、とても嬉しくありがた
いことでした。
2．最後の学術集会として
　このように看護学と工学の融合分野の研究を
取り扱う先駆的な存在として歩み続けてきた「看
護人間工学部会」でしたが、日本人間工学会か
ら独立することとなり、この第 26 回が看護人間
工学部会としては最後の学術集会となることが
決まったのは、大会長をお引き受けした後のこ
とでした。
　このため、最後を飾るにふさわしい会にし
たいと考え、学内の実行委員の宮嶋正子先生、
片山恵先生、岩﨑幸恵先生、田丸朋子先生、
顧問の阿曽洋子先生とご相談しながら、大慌て
で企画を考えました。最終的には、学会立ち上
げと運営に貢献された 3 名の工学系の先生方を
特別講演の講師としてお招きした大変豪華なプロ
グラムとなりました。講師である野呂影勇先生、
小川鑛一先生、山崎信寿先生は、大活躍されて
いる先生方ばかりですが、企画をお伝えして『看
護人間工学分野の将来展望 』という内容での講
演依頼をさせていただいたところ、ご快諾下さ
いましたことが、本当にありがたかったです。
先生方の講演は、今後の新しい学会立ち上げに
向けて多くのご示唆に富んだ内容で、この学会
を本当に大切にして下さっていることが伝わっ
てきて感動いたしました。
　また、特別講演として物理学者の平田雅子先
生にもお越しいただき、看護と物理学のお話か
ら、新しい学会に向けてのエールをいただきま
した。平田先生の講演は、学会ホームページに
も載せずに当日参加者へのサプライズとして企
画いたしましたところ、この学会らしい企画で
あると、これもご快諾をいただき実現いたしま
した。平田先生も学会の立ち上げの頃にかかわ
られたとお聞きしております。
　今回、特別企画で工学系の先生方 3 名に講演
の依頼をさせていただきながら、看護学分野か
らは、はやり阿曽洋子先生にお話をいただきた
いと考えておりました。阿曽先生は学会立ち上
げの頃から、これまでずっと学会をリードして
こられ、私も含めて多くの門下生が「看護人間
工学」の魅力に触れる機会を与えて下さいまし
た。私自身にとっては、研究活動のアイデンティ
ティのひとつともなっております。阿曽先生に
は「色彩と看護」というテーマでお話をいただ
きました。看護科学館に取り入れた色彩につい
てのお話もあり、看護の中に色を取り入れるこ
とについて多くのご示唆をいただきました。
　企業展示では、「有限会社 インザライフ社」「東
洋羽毛関西販売株式会社」の 2 社にご協力をい
ただきました。インザライフ社様からは、野呂
影勇先生が開発された人間工学に基づいた骨盤
クッションや呼吸枕等、東洋羽毛様からは整形
外科医が開発した枕等の展示があり、多くの参
加者が高い関心を寄せていました。
　昼食は「菜色健美（2009 年の食博覧会大阪
に出展した際に高評価を受けた本学の学生が考
えたお弁当）」を手配し、参加者からは大好評
でした。
3．学会のあらたな旅立ち
　当日の参加者は、82 名（事前登録者 74 名、
当日登録者 8 名）でした。内訳は学会員 49 名、
非会員 15 名、学生 18 名であり、全学会員 108
名という規模から考えると、大盛況という状況
でした。スケジュールの調整ができたからとい
うことで、当日参加をして下さる方もありまし
た。これも、学会の最後の学術集会ということと、
講師の先生方のご協力により充実したプログラ
ムを組むことができたおかげであると考えてい
ます。
　2019 年 4 月に「看護人間工学部会」の流れを
引き継いだ、新学会が発足する予定です。これ
まで親しんだ学会がなくなってしまうのは大変
さびしく、後ろ髪引かれる思いで閉会の言葉を
述べさせていただきましたが、新学会の設立に
向けて準備が進んでいるようですので、その誕
生を楽しみにしたいと思います。今回の学術集
会には、非会員の方や学生さんも参加して下さっ
ていましたので、その方々がこの分野に興味を
持って下さり、新学会に入会して下さることを
期待しています。また、この記事を読まれた方
が少しでも興味を持っていただければ大変あり
がたいです。
4．おわりに
　学術集会にご協力いただきました講師の先生
方、本学内外の実行委員の先生方、本学の大学
院生、学部生の方々、皆様のおかげで無事に終
えることができました。至らぬ点ばかりであっ
たかと思いますが、この場をお借りしまして心
より御礼を申し上げます。
学会ポスター 学会プログラム・抄録集
看護科学館前の看板
学会発表の様子（N-101 教室）
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